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1. はじめに 

 近年、全国各地で集中豪雨が多発しており、大きな被害に見舞われている。愛知県春日井市でも、平成 23

年 9 月に日本の南海上で発生した台風 15 号の大雨により床上浸水 214 戸、床下浸水 183 戸、避難者数 619 人

の甚大な被害を受けた 1）。一般に、降雨による下水道内水位は計測されておらず、浸水のメカニズムの把握

は難しい。下水道内水位を計測することで、降雨と下水道内の水位との関係を明確にし、さらに、降雨の観

測値を用いて下水道内の水位予測が可能となれば、内水氾濫対策として非常に有効と考えられる。 

 本研究では、昨年に引き続き 2）、春日井市の地蔵川流域にある計 11 ヶ所の下水道に水位計を設置し、降雨

時の下水道内の水位を計測する。得られた水位情報と降雨との関係を整理し、降雨からその地点の水位を予

測することを目標とする 

2. 現地観測について 

1） 現地観測の概要 

本研究では、図-1のようにマンホール内の最下

部の足掛けに水位計（DEF12－D5HG,JFE アドバンテ

ィック株式会社）を設置し、水面から水位計まで

の深度を約 4カ月間計測した。観測期間は、2018

年 6 月 18 日～2018 年 10 月 15 日とする。本観測の 

水位計設置箇所を図-2に示す。 

2）現地観測結果および考察 

 観測結果の一例として F 地点の下水道内の水位変化を図-3

に示す。本図から 6月 29 日と 8月 12 日で水位が地盤高を越え

浸水が生じていることが分かる。同様に 8 月 12 日では、B 地

点と H地点でも浸水が確認された。そこで、図-4に 8月 12 日

の消防署南の降雨データと B地点の水位データを示す。雨量の

増加と共に水位が増加しているのがわかる。このことから、降

雨と水位の関係がみてとれる。また、村瀬らの研究 2）によっ

て、図-5の様に 1時間先行雨量の値が高いほど水位の値も高く

なることが示された。このことから降雨の累積の値と水位の関

係は密接であり、本研究では、より現実性を考慮した実効雨量

を用いて検討する。 

3. 実効雨量を用いた検討 

1）実効雨量の求め方 

  実効雨量は、ある時間に降った雨量の影響が半減期の時間

だけ経過すると半分になり、時間と共に降雨の影響が減少し

ていくことを表現したものである。雨量を実効雨量に換算す
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図-2 水位計設置箇所

図-1 水位計設置の様子 

：雨量観測所 

  ：昨年と同一の水位計 
設置箇所 

：新規の水位計設置箇所 

図-3 下水道内の水位変化（F 地点） 
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る式は以下の通りである。 
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  ここに、  T
i

ia 5.0      （1） 

GR ：実効雨量(mm)、 iR ：i個前の降雨値(mm/10 分)、

ia ：10 分単位の減少係数（0＜a＜1）であり、T：半減

期である。 

 半減期は、降雨と現地観測によって得られた水位との変

動傾向から最も相関が良い時間を半減期として設定する。 

2）実効雨量と水位の関係 

実効雨量と下水道内水位の関係性を示すため、降雨デー

タの値が大きい 10 日間を設定する。図-6 に消防署南の降

雨データと設定した 10 日間を示す。10 日間の雨量を（1）

で示した方法で実効雨量に換算する。半減期 10 分、20 分、

30 分、40 分、50 分、60 分のなかで最大水位と最大実効雨

量の相関係数が最も高い場合を求めた。その後、最大実効

雨量と最大水位との関係を考察した。図-7 に B 地点の結

果を示す。B 地点では最も相関の高い半減期は 30 分とな

り、最大実効雨量と最大水位の相関係数も 0.924 と良い結

果になった。また、図-7の近似式から、水位が地盤高を超

える最大実効雨量は、18.2mm である。このように、各地点

の地盤高を超える最大実効雨量が求められ、浸水予測の目安となる。 

4. おわりに 

 本研究で得られた成果は以下の通りである。 

現地観測により、各地点の降雨と下水道内水位の関係を

検討した。その過程で、実効雨量という指標を用いて、下

水道内の水位データとの関係を整理することで、高い相

関性があることが示された。それにより、観測所の降雨デ

ータから各地点の浸水予測が可能になると考えられる。 

また、本研究のでは、下水道内水位との関係性を検討で

きることから現地観測の重要性を示すことができた。今

後も観測データの蓄積を行い、浸水予測の精度を高めてい

く必要がある。 

 

謝辞：本研究は、平成 30 年度河川砂防技術研究開発（流域

計画・流域管理課題分野）において、庄内河川事務所と共

同で実施してきました。また、現地調査等では、春日井市

にご協力いただきました。ここに記して、謝意を表します。 

参考文献 

1) 春日井市 HP：防災・安全（過去の被害状況） 

2) 村瀬将隆・武田誠・矢神卓也・高橋俊彦・村松航希：春日井市にお

ける都市浸水のモニタリングと内水氾濫解析の検討,土木学会論文集 B1（水工学）Vol.74,No.5,I_1471-I_1476,2018. 

y = 0.0225x + 14.07
R² = 0.861

13.8

14

14.2

14.4

14.6

14.8

15

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28

最
大

水
位

（
ｍ
）

最大実効雨量（ｍｍ）

地盤高

線形 (近似式)

図-4 8 月 12 日の B地点の降雨と水位 

図-7 B 地点の相関係図（半減期 30 分） 

13.4
13.6
13.8
14
14.2
14.4
14.6
14.8
15

0

5

10

15

1
2
:0
0

1
3
:0
0

1
4
:0
0

1
5
:0
0

1
6
:0
0

1
7
:0
0

1
8
:0
0

1
9
:0
0

2
0
:0
0

2
1
:0
0

2
2
:0
0

2
3
:0
0

標
高

（
ｍ
）

雨
量

（
ｍ
ｍ
）

雨量 水位 地盤高

図-5 2017 年度の消防署南 10 分間雨量と 1

時間先行雨量と B地点の水位の関係 

図-6 消防署南の降雨 
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